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要約 
東日本大震災において被災者の低栄養状態を改善するために、栄養支援情報ツール（栄養の参照量、マニュアル、リ

ーフレット等。以下、支援ツール）が作成された。本研究では、これら6種類の支援ツールの認知および使用状況を調査

した。対象者は被災3県（岩手、宮城、福島）の栄養士会会員1,911名とし（回収数435名、回収率22.8％）、2012年8月

に調査を行った。支援ツールをどれか1つでも知っている者（認知率）は36.8%、1つでも使った者（使用率）は13.8%で

あった。行政機関で働いている管理栄養士・栄養士（以下、栄養士）は他の職域の栄養士よりも認知および使用率が高

かった。6種類の支援ツールのうち、食事摂取基準の活用版である「避難所での栄養の参照量（以下、栄養参照量）」は

認知および使用率が最も高く、次いで「災害時の栄養・食生活支援マニュアル」であった。「栄養参照量」を使用した

目的は、「栄養摂取状況の評価」が最も多かった。栄養参照量を使用しなかった理由として「実際に即したものではな

いと思った」、「被災地には無理な内容構成であった」などがあげられた。今後の有事に備え、認知率を上げる取り組

みとして①行政機関の栄養士から他職域の栄養士へ情報を伝える方法の検討、②被災状況やニーズに応じた支援情報の

提供が必要である。 

キーワード：東日本大震災、栄養支援、情報ツール、管理栄養士・栄養士 

 
Summary 

After the Great East Japan Earthquake in 2011, nutritional supporting information tools (nutritional reference values, a manual 
and leaflets etc.) were created to improve insufficient nutrition status for evacuees. This study analyzed the recognition rate and 
usage rate of the 6 kinds of information tools. Questionnaires were sent to 1911 registered dietitians and general dietitians who were 
members of the Japan Dietetic Association in August 2012. Four hundred thirty-five dietitians (22.8%) completed the questionnaire. 
The entire recognition rate of 6 kinds of information tools was 36.8% and entire usage rate was 13.8%. The entire recognition and 
usage rate tended to be high for workers at administrative office compared to other work areas. In addition, “nutritional reference 
values at the emergency shelters” and “a food and nutrition support manual at the disaster” had high recognition and usage rates 
among the 6 kinds of information tools. The main usage purpose of “nutritional reference values at the emergency shelters” was the 
assessment of nutrient intake. It is necessary to create effective dissemination channels of information from the administrative office 
to dietitians in other areas, and to provide of support information tools according to the needs. 
Keywords: the Great East Japan Earthquake，nutritional support, information tools, dietitian 
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1．諸言 

2011 年 3 月 11 日、南三陸沖で発生した東日本大震災

は、大地震と大津波の複合型の災害であり、わが国の災

害対策の歴史の中で類を見ない規模の被害をもたらした。

消防庁災害対策本部の被害報告によると、全国での死者

は 19,335 名、行方不明者は 2,600 名であった 1)。また、

復興庁の資料を参考に内閣府にて作成された資料による

と、東日本大震災による主な被災地である岩手・宮城・

福島 3 県の避難所数は最大で 1,874 箇所にまでのぼり、

避難所生活者は 40 万人以上を記録した。この人数は阪

神・淡路大震災や新潟県中越沖地震での避難所数および

避難所生活者数を上回っていた 2)。 

この地震により、壊滅的な被害を受けた地域の避難所

では、食事が偏る深刻な事態となった 3)。避難生活の長

期化が予測され、また、食事条件の悪化から被災者の栄

養不足も大きな問題となり、栄養・食生活の分野におい

て支援のニーズが高かったことから、厚生労働省は、

2011 年 3 月 20 日に厚生労働省として初めて全国の自治

体に管理栄養士の派遣を依頼した 4)。その翌々日（2011

年 3月 22日）には、厚生労働省は公益社団法人日本栄養

士会（当時の社団法人日本栄養士会。以下、日本栄養士

会）に栄養・食生活支援を要請し 5)、全国の自治体にも

その旨を通知した 6)。岩手県の事例では、公的派遣とし

て発災から 2012 年 3 月 31 日まで、県外自治体から 391

名、内陸保健所等から 243名、内陸市町村等から 58名の

管理栄養士・栄養士（以下、栄養士）が支援活動を行っ

たことが報告されている 7)。発災から 2011 年 7 月までは、

避難所の炊き出しに係る献立や調理法の指導、避難所生

活者の食事状況の聞き取りや栄養相談および、災害時要

配慮者（災害弱者）に対する特別食の配布等を行い、

2011 年 7 月から 2012 年 3 月までは、仮設住居入居者へ

の健康食生活聞き取り調査や訪問栄養相談指導の実施、

ミニ栄養調理教室の開催等が行われた 7)。また、日本栄

養士会より派遣されて被災地支援に入った災害支援栄養

士は延べ 1,588 名にのぼり 8)、被災地にて炊き出しの実

施や避難所などで生活する人々の栄養・食生活支援 8)、

食事と栄養に関するアセスメント等を行った 9)。

これら災害支援栄養士が被災地で栄養支援活動を行う

ために、様々な栄養支援情報ツール（以下、支援ツール）

が作成された。厚生労働省は、「避難所における食事提

供の計画・評価のために当面の目標とする栄養の参照量

について（以下、栄養参照量）」10)として、1 人 1 日あ

たりのエネルギー、たんぱく質、ビタミン B1、ビタミン

B2、ビタミン C の栄養参照量を算定し、2011 年 4 月 21

日に、被災 3 県の行政に事務連絡し、避難者への栄養量

確保の一助とした。さらに、国立研究開発法人医薬基

盤・健康・栄養研究所（当時の独立行政法人国立健康・

栄養研究所。以下、健康・栄養研究所）は、「栄養参照

量」の活用を進めるための食品ベースのツールとして、

「避難所における食事提供の計画・評価のために当面の

目標とする栄養の参照量に対応した食品構成例（以下、

食品構成例）」と、「避難所における食事提供の計画・

評価のために当面の目標とする栄養の参照量に対応した

具体的献立例（以下、献立例）」を作成し、2011 年 5 月

に HP上で公開した。さらに、健康・栄養研究所と日本栄

養士会は、避難者の食生活の参考のため、避難生活者へ

の配布を目的とした「避難生活向けリーフレット（以下、

リーフレット）」と、これらの内容を説明するための

「避難生活向けリーフレットの解説資料（以下、リーフ

レットの解説）」、栄養士等専門職向けの「災害時の栄

養・食生活支援マニュアル（以下、マニュアル）」を共

同作成し、2011年 4月に HP上で公開した。 

これまでも過去の震災において、自治体等が種々の支

援ツールを作成しているが、それら支援ツールの認知状

況に関して大規模な調査は報告されていない。そこで本

研究では、被災地で支援活動を行った栄養士における支

援ツールの認知および使用状況を調査し、支援ツールの

認知および使用実態、問題点等を明らかにすることを目

的とした。 

2．調査方法 

（1）調査対象

日本栄養士会の協力を得て、会員データベースより抽

出された公益社団法人岩手県栄養士会、公益社団法人宮

城県栄養士会、および公益社団法人福島県栄養士会の全

会員 1,911名を対象とした。 

（2）調査期間

2012 年 8 月に対象者へ調査票一式（調査依頼文、調査

票、返信用封筒）を郵送した。その後、10 月に同一対象

者全員に再度、調査依頼文書を郵送し、返送期日の延長

について案内した。2012 年 10 月末までに郵送にて調査

票を回収した。 

（3）調査内容

調査内容のうち、本解析では、厚生労働省や他の機関

が作成した東日本大震災の被災者の栄養に関する支援情

報ツール（栄養参照量、食品構成例、献立例、リーフレ

ット、リーフレット解説、マニュアル）6 種類の認知お

よび使用状況、所属する職域、避難所および個人宅等に

おける支援活動の有無、支援の活動内容について、択一

で回答を得た。また、栄養参照量について、「使用した

い内容ではなかったから」を選択した場合のみ、その理

由の自由記載を依頼した。 

（4）解析方法

調査票の返却人数は 435 名（回収率 22.8%）であった。

栄養支援情報ツールの認知度に関する設問への回答者を

解析対象とした（有効回答率 100%）。解析で用いた個々

の設問によっては無回答者がいたため、本文中の百分率

は各設問の有効回答数を分母に算出した。避難所で支援

活動をした者の集計については、避難所における被災者

への栄養・食事に関する支援活動をしたと回答した者

（134 名）を対象とした。個人宅等で支援活動をした者

の集計については、個人宅等における被災者への栄養・

食事に関する支援活動をしたと回答した者（88 名）を対

象とした。避難所および個人宅等、両方において支援活

動をした者については、それぞれの集計に含めた。全て

の集計には、IBM SPSS Statistics 16.0 for Windows

（IBM社）を用いた。 

（5）倫理的配慮

調査票には調査依頼書を添付し、調査の目的、任意の

調査であること、回答しないことにより不利益を被るこ

とはないこと、調査目的以外には使用しないこと、結果

発表に際し個人名が特定できないようにすることを明記

した。調査票は無記名とし、調査票の返信をもって同意

が得られたものとした。本調査の実施にあたっては、人

権や個人情報に配慮した研究計画書を作成し、独立行政

法人国立健康・栄養研究所研究倫理審査委員会（当時）

の審査・承認を得て実施した。 

3．結果 

（1）支援ツールの認知および使用状況について
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解析対象者 435 名のうち、6 種類の支援ツール（栄養

参照量、食品構成、献立例、リーフレット、リーフレッ

ト解説、マニュアル）をどれかひとつでも知っていた者

は 160名（36.8%）であった。使った者は 60名（13.8%）

であった。また、知っていた者 160 名を分母とした場合

の使用率は、37.5%であった（表 1）。 

表 1 栄養支援情報ツールの認知および使用状況 

それぞれの支援ツールの認知および使用状況について、

有効回答数を分母とした場合、認知率は栄養参照量

（27.0%）、マニュアル（25.8%）、リーフレット（22.0%）

の順に高く、使用率は栄養参照量（39.6%）、マニュアル

（27.3%）の順に高かった。 

栄養参照量について、避難所で支援活動をした者のう

ち、知っていた者は 44.8%、使った者は 25.4%であった。

栄養参照量を知った場所は、行政からの情報提供が最も

高かった。解析対象者全体においても、避難所で支援活

動をした者のみの解析でも同様の結果であった。使用し

た目的は、栄養摂取状況の評価（全体 24.1%、避難所

40.0%）、食事提供の計画、栄養指導の順で高かった。使

用しなかった者のうち、「使用する場面がなかったから」

と回答した者が全体で 50.0%、避難所で支援活動をした

者で 31.7%であった。栄養参照量を使用したい内容では

なかった理由について、「被災状況的に無理であった」、

「実際に即したものではないと思った」、「被災地には

無理な内容構成であった」などがあげられた（表 2）。 

人数 %

栄養支援情報ツール†‡ 知っていた 160 36.8

知らなかった 275 63.2

使った 60 13.8
使わなかった 100 23.0

　避難所での栄養参照量§

知っていた 116 27.0
知らなかった 314 73.0

使った 44 39.6
使わなかった 67 60.4

　栄養参照量の食品構成§

知っていた 68 15.7
知らなかった 364 84.3

使った 13 20.6
使わなかった 50 79.4

　栄養参照量の具体的献立例§

知っていた 53 12.3
知らなかった 378 87.7

使った 8 15.7
使わなかった 43 84.3

　避難生活用リーフレット§

知っていた 95 22.0
知らなかった 337 78.0

使った 16 16.8
使わなかった 79 83.2

　避難生活用のリーフレットの解説§

知っていた 76 17.6
知らなかった 355 82.4

使った 14 18.4
使わなかった 62 81.6

　災害時の栄養・食生活支援マニュアル§

知っていた 112 25.8
知らなかった 322 74.2

使った 30 27.3
使わなかった 80 72.7

†　解析対象者（n=435）
‡ 6つの栄養支援情報ツールをどれかひとつでも知っていた、使ったと回答
§無回答者がいるため、n数が異なる場合がある

n=110

n=430

n=111

n=432

n=63

n=431

n=51

n=432

n=95

n=431

n=76

n=434
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表 2 栄養参照量の使用について 

被災時の職域別の解析では、解析対象者 435 名のうち

支援ツールをどれかひとつでも知っていた者は、行政

（84.7%）、教育・研究機関（68.4%）、地域活動（47.6%）

の順に高かった。どれかひとつでも使っていた者が働く

職域は、行政、地域活動、教育・研究の順に高く、学校

と集団給食施設においては使用率 0%であった。行政で働

く者に限ると、6 つの支援ツールの中で、栄養参照量の

認知（78.0%）および使用率（63.6%）が一番高かった

（表 3 - 39P）。 

（2）支援活動場所における支援ツールの認知および使用

状況について

解析対象者 435 名のうち、避難所で支援活動をした者

は 134 名（30.8%）、個人宅等で支援活動をした者は 88

名（20.2%）であった。支援活動をした栄養士の職域の内

訳は、どちらも行政で働く者が最も多かった。 

避難所で支援活動をした者のうち、支援ツールをどれ

かひとつでも知っていた者は 76 名（56.7%）であった。

76 名のうち、使った者は 44 名（32.8%）であった。知っ

ていた者 76 名を分母とした場合の使用率は、57.9%であ

った。個人宅等で支援活動をした者のうち、どれかひと

つでも知っていた者は 53 名（60.2%）であった。53 名の

うち、使った者は 31 名（35.2%）であった。また、知っ

ていた者 53 名を分母とした場合の使用率は、58.5%であ

った（表 4）。避難所および個人宅等で支援活動をした

者は、解析者 435 名の結果と比べて認知および使用率共

に高かった。 

表 4 避難所および個人宅等における栄養支援情報ツールの認知および使用状況 

（3）支援活動内容における支援ツールの認知および使用

状況について

避難所で支援活動をした者のうち、支援ツールをひとつで

も知っていた者を支援活動内容別にみると、食事提供量の

把握（37.3%）、調理指導（32.8%）と栄養相談（32.8%）の

順に高かった。。そのうち、どれかひとつでも使った者は、

食事提供量の把握（25.4%）、栄養相談（23.9%）、行政等

との連絡（21.6%）、調理指導（20.9%） の順に高かった

（表 5 - 40P）。

また、知っていたと回答した人数を分母とした場合、支

援活動の使用率は、食事提供量の把握（68.0%）、栄養相

談（72.7%）、行政等との連絡（67.4%）、調理指導

（63.6%）であった。 

一方、個人宅等において、支援ツールをどれかひとつで

も知っていた者を支援活動内容別にみると、栄養相談

（37.5%）、行政等との連絡（21.6%）、食事摂取量の把

握（18.2%）、食事の提供（14.8%）の順に高かった。そ

のうち、使った者は、栄養相談（26.1%）、行政等との連

絡（15.9%）、食事摂取量の把握（11.4%）の順で高かっ

た（表 6 - 41P）。また、知っていたと回答した人数を

分母とした場合、支援内容の使用率は、栄養相談（69.7%）

であった。 

人数 % 人数 %

知った場所†‡ 104 60

　行政からの情報提供 60 51.7 41 68.3
　他の栄養士からの情報提供 12 10.3 6 10.0
　厚生労働省ホームページ 15 12.9 5 8.3
　(独)国立健康・栄養研究所ホームページ 8 6.9 2 3.3
　㈳日本栄養士会ホームページ 19 16.4 5 8.3
　講演会・研修会 5 4.3 2 3.3
　その他 9 7.8 3 5.0

使用した目的†

　食事提供の計画 11 9.5 10 16.7
　栄養摂取状況の評価 28 24.1 24 40.0
　栄養指導 10 8.6 6 10.0
　その他 2 1.7 2 3.3

使用しなかった理由†

　使用する場面がなかったから 58 50.0 19 31.7
　使用したい内容ではなかったから 6 5.2 3 5.0

†　複数回答
‡　全体で栄養参照量を知っていた者116名のうち、無回答者12名（n=104）

全体で栄養参照量を
知っていた者（n=116）

避難所で支援活動を

した者のうち、

栄養参照量を知っていた者

（n=60）

人数 % 人数 %

栄養支援情報ツール† 知っていた 76 56.7 53 60.2

知らなかった 58 43.3 35 39.8

使った 44 32.8 31 35.2
使わなかった 32 23.9 22 25.0

†　6つの栄養支援情報ツールをどれかひとつでも知っていた、使ったと回答

避難所で支援活動を
した者（n=134）

個人宅等で支援活動を
した者（n=88）
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4．考察 

東日本大震災の被災 3 県の栄養士を対象とした本調査

において、支援ツールの認知および使用率は非常に低い

ことが明らかとなった。行政機関に勤務する栄養士に比

べ、その他の職域の栄養士の認知および使用率は低かっ

た。 

認知率が低かった要因として、情報公開方法と情報提

供時期が考えられる。厚生労働省からの事務連絡として

通知された栄養参照量 7)に比べて、他の支援ツールの認

知率は低かった。事務連絡を受けた行政の管理栄養士に

おける支援ツールの認知率は、栄養参照量は 78.0%と最

も高いが、それ以外の支援ツールの認知率は 30～50%に

留まっており、行政組織のルート等とは別に、能動的に

情報を得る努力を必要とするツールの場合、その情報を

得るのは難しいことが推察される。東日本大震災時の集

団給食施設において、インターネットで連絡がとれたの

は震災後 3 日以内で 5.2%、1 か月以内でも 24.4％であっ

た事が報告されている 11)。栄養参照量以外のツールは、

HP 上での公開に留まった事も認知率が低い一因と考えら

れる。また、これらの支援ツールが東日本大震災の後に

作成、公開されたものであることも一因と考えられる。

日本栄養士会から派遣された支援栄養士の「思い」の分

析では、「調べ物をしたり電話をする時間が圧倒的に足

りないと感じる」という声が報告されており 12)、混乱の

中で支援ツールの存在を知ることは困難であったと考え

られる。一方、使用率が低かった要因として、東日本大

震災において作成された支援ツールのほとんどは、避難

所や避難生活者に向けてのツールだったことがあげられ

る。そのため、避難所等で支援を行わなかった者や集団

給食施設で働いている者は、これらのツールを必要とし

なかった可能性が考えられる。更にリーフレットにおい

ては、一般向けの食生活支援や衛生管理に関するものと、

災害時要配慮者である高齢者や妊産婦に向けたものがあ

った。後者は個人指導で用いることを目的として作成さ

れたため、使用対象者が限られてしまったことが、使用

率を低くした要因のひとつであると考えられる。前述し

た派遣された支援栄養士の「思い」の分析においても、

「訪問栄養指導ではこれまでの情報不足で効果的な介入

ができなかった」という声が報告されている 12)。被災し

た宮城県沿岸部の行政栄養士 18名を対象とした調査でも、

東日本大震災において各市町村で作成した既存の災害時

支援マニュアル等について、やや有効と回答した者は保

健センターで 10％のみであり、あまり役立たない、役に

立たなかったと回答した者は、保健センターで 60％、本

庁で 100％となり、その有効性を支持する人は少なかっ

た 13)。本研究の結果からも、栄養参照量を使用しなかっ

た理由として、使用する場面がなかったからという意見

が多く、実際に即したものではないと思った等の意見も

出されている。これらの事から、支援ツールが存在して

いても、ニーズとの間にギャップがあることがわかる。 

職域ごとの支援ツールの認知および使用率は行政機関

に所属する栄養士が一番高かった。この要因にも情報の

公開方法が関係すると考えられる。栄養参照量は、エネ

ルギー・栄養素の目安を示すものとして厚生労働省から

被災 3 県の行政に事務連絡されたため、行政職員は受動

的に情報を得ることが出来た事が推察される。災害時に

栄養士が関わることで避難所の食事状況が改善する事が

報告されており 14)、行政機関の栄養士は、災害時の栄

養・食生活支援の中心的役割を担えるように意識を高め

ていく必要がある。これまでも、全国の県型保健所の管

理栄養士を対象とした調査で 3 割前後の保健所が市町村

防災計画の内容や備蓄状況を把握しておらず、保健所栄

養士が備蓄整理における積極的に関わる姿勢づくりが必

要であることが報告されている 15)。全国保健所の災害時

の食生活支援における検討事業の報告書によると、災害

時の栄養・食生活支援に関して、特定給食施設支援に取

り組んでいる 240 保健所において、取り組んでいる内容

は、研究会の開催（83.3%）が最も多く、次いでマニュア

ル作成（51.7%）であった。しかし、ネットワーク構築の

検討会と、ネットワーク構築の研修会については、26.7%、

29.6%といずれも約 3 割であった 16)。保健所栄養士が中

心となって、災害時の栄養・食生活支援活動に関する研

修会や連絡会を開催するなど、支援を想定した平常時か

らの連携が重要である。災害時に支援ツールを円滑に伝

達し活用するためにも、行政機関と他の職域の栄養士が

連携した緊急時の支援体制づくりが望まれる。

本研究の限界として、回収率の低さが挙げられる。調

査対象者を被災 3 県全ての会員としたため、沿岸部以外

の被災していない地域や被災程度が大きくない地域の対

象者は返信を見送った可能性が考えられる。また、被災

程度が大きくない対象者が解析に含まれていない可能性

が推察される。これにより、栄養士の職域別の解析等は

対象者数が限られてしまった。 

災害時の栄養・食生活支援はすべての被災者に関わり

のある問題であり、専門的知識を有する栄養士が中心的

役割を果たすことが望まれる。そのため、いざという時

のために、平常時から行政機関以外の職域の栄養士のこ

れら支援ツールに対する認知率を高める取り組みが急務

である。また、災害の状況に応じた、ニーズに沿った支

援ツールを臨機応変に提供できる仕組みも必要である。

さらに、栄養士は平常時から支援ツールを把握し、健康

危機管理に対応できる能力を身につけることが求められ

る。 
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表 3 被災時の職域別†、栄養支援情報ツールの認知および使用状況‡ 
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表 5 避難所†における支援活動の内容と、栄養支援情報ツールの認知および使用状況 
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表 6 個人宅等†における支援活動の内容と、栄養支援情報ツールの認知および使用状況 
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